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平成１８年度全日本卓球選手権大会におけるドーピング検査結果報告

■報告概要

平成１９年１月１９日（金）、２０日（土）に行った１２件のドーピング検査の結果は、全て陰性

であり、禁止薬物の検出はありませんでした。

■報告内容

１）検査の実施

平成１９年１月１９日（金）、２０日（土）の２日間、東京体育館において行われた平成１８年度

全日本卓球選手権大会においてドーピング検査を行いました。検査はＪＡＤＡの認定するド

ーピングコントロールオフィサー（ＤＣＯ）４名の監視下で厳格に執り行われました。

２）検査対象者

男女シングルス、男女ダブルス、男女ジュニアシングルスの計６種目から各種目２名ずつ合

計１２名の選手を検査対象として抽出致しました。検査対象者の抽出は抽選により公正に

行われております。

３）検査結果

平成１９年２月９日三菱化学ＢＣＬよりドーピング検査結果が日本卓球協会ドーピングコント

ロール委員会委員長のもとに書面により通知されました。

１２検体全てにおいて禁止薬物の検出はありませんでした。

４）検査結果詳細

検体番号 禁止薬物の検出 検体番号 禁止薬物の検出

3353281 （－） （－）3353592
3353483 （－） （－）3353593
3353586 （－） （－）3353595

（－） （－）3353587 3353596
（－） （－）3353588 3353597
（－） （－）3353590 3353599

以上


